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情報に振り回されないために －インターネットによる人権問題－
　インターネット上では、趣味や属性が近い人たちが集まりやすくなります。
　これはインターネットの良さですが、こういった集まりでは、自分と同じような意見の人々だけでの会話が
繰り返されていくため、その意見が「正しい」と思い込んでしまったり、異なる意見を受け入れなくなったりし
て、考え方や価値観が偏ってしまうことがあります。これを「エコーチェンバー現象」と言います。
　この現象の中では、フェイクニュース（悪意を持って、読んだ人たちをあおるために作られた情報）だったり
論理的に考えておかしいことだったりしても、「正しい」と思い込み、自分たちの意見を理解しようとしない人
や社会への反発心を溜め、集まりが熱を帯び、攻撃的になっていく場合があるのです。
　また、デマや差別、あるいは攻撃的な言動に同調して、自分の不安や不満を解消しようとすることがあり、事
実確認をせずにあいまいな情報を拡散させてしまう恐れがあります。不安が蔓延する社会では、誤情報がきっ
かけで誰かを傷つけることになるのです。
　また、誰でも簡単に情報を発信し広く公開することが可能な中で、誹謗中傷により個人を攻撃したり、企業
のイメージを壊すような書き込みをしたりすることも深刻な問題となっています。このような状況に対処す
るため、国は2024（令和６）年5月に、いわゆる「情報流通プラットフォーム対処法」（2025年4月1日施行）を
成立させ、大規模なＳＮＳ事業者に対して、誹謗中傷などの有害な情報を削除する義務を負わせるなど、イン
ターネット上の法的なルールづくりに取り組んでいます。
　自分でも気づかないうちに差別の加害者や被害者になる可能性があることを知るとともに、インターネッ
トと適切な距離を保つことも大切になってきます。

情報に振り回されないためにも
「ちょっと立ち止まって考えること」をぜひご家庭でも話してみませんか？
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